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一
、
仮
名
字
母
の
性
格
に
つ
い
て

　
『
万
葉
集
』
の
万
葉
仮
名
に
は
、
同
一
音
節
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
複
数
の

字
母
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
音
節
シ
に
は
、
一
字
一
音
の
も
の
だ
け
で
も

二
十
八
種
類
も
の
字
母
が
使
わ
れ
て
い
る
。

【『
万
葉
集
』
中
の
シ
を
あ
ら
わ
す
仮
名
字
母
】

（
音
仮
名
）
之
、
思
、
師
、
四
、
志
、
斯
、
紫
、
指
、
時
、
子
、
信
、
此
、

僧
、
新
、
死
、
司
、
芝
、
詩
、
式
、
次
、
寺
、
旨
、
事
、
偲
、
詞

（
訓
仮
名
）
為
、
石
、
磯

　

こ
の
よ
う
な
字
母
の
違
い
は
、『
万
葉
集
』
の
複
数
の
表
記
者
に
よ
る
、

用
字
傾
向
の
違
い
と
も
考
え
う
る
が
、
実
際
は
一
首
の
歌
の
中
で
数
種
類
の

字
母
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
場
合
、
複
数
の
字
母
が
選

択
可
能
な
状
況
で
、
表
記
者
は
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
あ
る
一
つ
の
字
母
を
選

択
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

上
代
の
万
葉
仮
名
字
母
が
も
つ
性
格
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
位
相

の
違
い
や
、
表
記
体
の
違
い
に
よ
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
様
々
に
述
べ
ら
れ
て

き
た
。
早
く
に
春
日
政
治
（
一
九
三
三
）
は
、
正
倉
院
仮
名
文
書
に
使
用
さ

れ
る
万
葉
仮
名
が
、
記
紀
万
葉
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
異
な
る
こ
と
を
指
摘

し
、
そ
れ
を
「
通
俗
常
用
」
の
も
の
と
「
潤
色
的
に
複
雑
」
と
な
っ
た
も
の

と
の
違
い
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
同
様
に
亀
井
孝
（
一
九
五
七
）、
大
野
透

（
一
九
六
二
）
も
、
記
紀
万
葉
を
初
め
と
す
る
上
代
の
様
々
な
仮
名
資
料
を
概

観
し
、
資
料
の
位
相
差
に
よ
っ
て
「
平
俗
な
用
字
」（
亀
井
）
と
か
「
通
俗

的
用
字
」、「
重
厚
な
用
字
」（
大
野
）
と
い
っ
た
違
い
が
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
こ
う
い
っ
た
資
料
の
位
相
差
か
ら
見
ら
れ
る
使
用
字
母
の
性
格
の
違

い
を
、
漢
字
音
に
対
す
る
表
記
態
度
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
の
は
、

犬
飼
隆
（
一
九
七
三
）
で
あ
っ
た
。
犬
飼
は
、
万
葉
仮
名
が
分
化
し
て
、
漢

字
音
に
忠
実
で
語
形
を
正
確
に
表
示
し
よ
う
と
す
る
ベ
ク
ト
ル
の
も
の
と
、

漢
字
音
に
必
ず
し
も
忠
実
で
は
な
く
て
も
、
手
間
を
は
ぶ
い
て
簡
略
に
あ
ら

わ
そ
う
と
す
る
ベ
ク
ト
ル
の
も
の
と
が
存
在
し
た
と
考
え
た
。
そ
し
て
前
者

が
記
紀
万
葉
な
ど
の
高
い
知
識
を
要
す
る
資
料
に
、
後
者
が
私
的
な
文
書
な

ど
日
常
的
な
資
料
に
使
用
さ
れ
る
と
し
、
表
記
態
度
の
違
い
が
字
母
の
使
用

に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
立
証
し
た
。
ま
た
、
沖
森
卓
也
（
一
九
八
九
）
は
、

　

『
万
葉
集
』
の
訓
字
主
体
表
記
に
見
え
る
二
種
の
仮
名

│
│ 

表
記
環
境
に
よ
る
字
母
の
違
い 

│
│

澤　
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仮
名
が
使
用
さ
れ
る
文
体
や
表
記
体
に
よ
る
使
用
字
母
の
違
い
を
指
摘
し
て

い
る
。
例
え
ば
ノ
乙
類
に
つ
い
て
、
同
じ
『
万
葉
集
』
の
中
で
も
、「
漢
字

仮
名
交
じ
り
文
」
で
あ
る
訓
字
主
体
表
記
に
は
「
乃
」
が
、「
万
葉
仮
名
文
」

で
あ
る
仮
名
主
体
表
記
に
は
「
能
」
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
前
述
し
た
資
料
の
位
相
差
に
も
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
位

相
の
違
い
と
い
う
捉
え
方
に
加
え
て
、
文
体
や
表
記
体
を
観
点
に
取
り
入
れ

た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
訓
字
主
体
表
記
に
「
乃
」
が
、
仮
名
主

体
表
記
に
「
能
」
が
多
く
用
い
ら
れ
、
と
り
わ
け
「
乃
」
は
多
く
格
助
詞
ノ

の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
能
」
は
特
定
の
語
と
は
結
び
つ
か
な

い
独
立
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
と
考
え
た
。
さ
ら
に
沖
森
は
、
漢
字
音
の
面

か
ら
、
実
用
的
な
用
途
の
《
褻
》
の
文
書
に
は
「
乃
」
を
用
い
た
が
、『
古

事
記
』
や
『
万
葉
集
』
の
仮
名
主
体
表
記
の
よ
う
な
《
晴
》
の
意
識
が
あ
る

文
書
で
は
「
能
」
を
用
い
た
と
考
え
、
表
記
体
に
よ
る
仮
名
字
母
の
違
い
を

文
書
の
用
途
の
違
い
へ
と
帰
納
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
資
料
ご
と
の
位
相
や
文
体
・
表
記
体
の
違
い
か
ら
異
な
る

万
葉
仮
名
の
字
母
が
使
わ
れ
た
こ
と
は
、
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て

い
る
。
本
稿
で
は
、『
万
葉
集
』
と
い
う
一
つ
の
資
料
の
中
で
、
訓
字
主
体

表
記
と
い
う
表
記
体
の
内
部
に
お
い
て
も
な
お
、
仮
名
が
書
か
れ
る
環
境
に

よ
っ
て
異
な
る
字
母
を
使
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
従
来
指
摘

さ
れ
て
き
た
こ
と
と
は
別
の
視
点
か
ら
、
字
母
の
性
格
に
二
種
類
の
も
の
が

あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
意
味
を
考
察
す
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
『
万

葉
集
』
の
本
文
・
訓
な
ど
は
、
塙
書
房
刊
『
万
葉
集　

本
文
篇
』
に
よ
り
、

品
詞
の
認
定
に
は
塙
書
房
刊
『
万
葉
集
電
子
総
索
引
Ｃ
Ｄ
│

Ｒ
Ｏ
Ｍ
』
も
参

考
と
し
た
が
、
一
部
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

二
、
正
訓
字
間
・
仮
名
間
に
使
用
さ
れ
る
字
母

　
『
万
葉
集
』
の
表
記
体
は
、
正
訓
字
を
主
体
と
し
、
万
葉
仮
名
を
交
え
る

訓
字
主
体
表
記
と
、
ほ
と
ん
ど
全
体
を
一
字
一
音
の
音
仮
名
で
あ
ら
わ
す
仮

名
主
体
表
記
と
の
二
種
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る１
。

【
訓
字
主
体
表
記
】（
巻
一
〜
四
、
六
〜
十
三
、
十
六
）

例
）
昔
む
か
し

見み

之し　

象き
さ

乃の

小を

河が
は

乎を　

今い
ま

見み
れ

者ば　

弥
い
よ
よ

清さ
や
け
く

　

成な
り

尓に

来け
る

鴨か
も

 

（
巻
三
・
三
一
六
）

【
仮
名
主
体
表
記
】（
巻
五
、
十
四
〜
十
五
、
十
七
〜
二
十
）

例
） 

安あ

思し

比ひ

奇き

能の　

夜や

麻ま

毛も

知ち

可か

吉き

乎を　

保ほ

登と

等と

藝ぎ

須す　

都つ

奇き

多た

都つ

麻ま

泥で

尓に　

奈な

仁に

加か

吉き

奈な

可か

奴ぬ 

（
巻
十
七
・
三
九
八
三
）

　
『
万
葉
集
』
の
表
記
は
一
見
漢
字
が
連
な
っ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、

そ
の
内
実
は
複
雑
で
あ
る
。
仮
名
主
体
表
記
の
方
は
比
較
的
単
純
で
、
文
字

の
種
類
が
音
仮
名
の
み
に
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て
い
る
た
め
、
極
端
に
言
え
ば
す

べ
て
の
漢
字
を
音
よ
み
し
て
い
け
ば
よ
め
て
し
ま
う
。
対
す
る
訓
字
主
体
表

記
は
、
正
訓
字
・
訓
仮
名
・
音
仮
名
を
一
つ
の
表
記
体
の
中
に
交
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
読
者
は
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
漢
字
が
正
訓
字
と
し
て
字
義
を

捉
え
て
よ
む
べ
き
文
字
か
、
も
し
く
は
訓
仮
名
と
し
て
訓
よ
み
す
る
け
れ
ど

も
字
義
は
捉
え
る
必
要
の
な
い
文
字
か
、
は
た
ま
た
音
仮
名
と
し
て
音
よ
み

し
字
義
を
捉
え
な
い
文
字
か
と
い
う
、
文
字
の
性
質
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
万
葉
仮
名
は
、
字
形
と
し
て
は
漢
字
と
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
た
め
、

訓
字
主
体
表
記
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
漢
字
ば
か
り
の
文
字
列
で
、
個
々
の
漢

字
に
仮
名
か
正
訓
字
か
を
判
断
す
る
指
標
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た

め
こ
の
漢
字
と
仮
名
の
混
在
し
た
表
記
が
、
歌
の
正
し
い
語
形
を
よ
み
取
る



〔　　〕36

こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
様
相
を
な
し

て
い
る
訓
字
主
体
表
記
に
は
、
正
し
く
よ
む
た
め
に
何
ら
か
の
工
夫
が
な

か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
本
稿
の
問
題
提
起
と
な
る
。
正
訓
字
に
交
え
用
い

ら
れ
る
仮
名
と
、
仮
名
が
並
ぶ
中
に
用
い
ら
れ
る
仮
名
と
で
は
、
同
じ
訓
字

主
体
表
記
内
で
も
何
ら
か
の
傾
向
が
見
ら
れ
は
し
な
い
か
と
考
え
る
。

　

訓
字
主
体
表
記
に
お
け
る
字
母
の
使
用
箇
所
を
確
認
す
る
手
順
と
し
て
、

ま
ず
『
万
葉
集
』
の
訓
字
主
体
表
記
に
見
ら
れ
る
一
字
一
音
の
音
仮
名２
を
調

査
の
対
象
と
す
る
。
さ
ら
に
、
各
音
節
を
あ
ら
わ
す
異
な
る
字
母
の
傾
向
を

調
べ
る
た
め
、
万
葉
仮
名
の
用
例
が
複
数
の
字
母
に
わ
た
っ
て
各
字
母
に
そ

れ
ぞ
れ
三
〇
例
以
上
あ
る
音
節
の
み
を
取
り
扱
う
。
そ
の
上
で
、
前
後
が
正

訓
字
で
あ
る
環
境
に
仮
名
が
現
れ
る
数
と
、
前
後
が
音
仮
名
で
あ
る
環
境
に

仮
名
が
現
れ
る
数
と
を
字
母
ご
と
に
示
し
た
の
が
表
１３
で
あ
る
。

　

訓
字
主
体
表
記
で
は
、
多
く
の
自
立
語
が
正
訓
字
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
万
葉

仮
名
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
語
は
付
属
語
や
活
用
語
尾
、
接
辞
な
ど
、
漢
訳
で
き

な
い
も
の
が
多
い
。
こ
の
事
情
も
あ
っ
て
、
音
節
に
よ
っ
て
仮
名
の
用
例
が

多
い
も
の
と
少
な
い
も
の
と
が
生
じ
る
。
使
用
頻
度
の
高
い
付
属
語
に
使
わ

れ
る
音
節
は
、
そ
の
音
節
を
あ
ら
わ
す
仮
名
の
用
例
も
多
く
な
る
（
例
：
助

詞
ニ
や
ノ
と
し
て
頻
用
さ
れ
る
「
ニ
」「
ノ
乙
類
」
な
ど
）
の
で
あ
る
。
正
訓
字
間

に
仮
名
が
現
れ
る
場
合
に
は
、
正
訓
字
に
よ
っ
て
自
立
語
（
語
幹
）
が
表
記

さ
れ
、
仮
名
は
そ
の
間
に
置
か
れ
て
、
正
訓
字
を
よ
む
う
え
に
補
助
的
な
役

割
を
担
う
。
そ
の
た
め
当
然
、
正
訓
字
間
に
現
れ
る
仮
名
に
は
使
用
頻
度
の

高
い
付
属
語
等
に
使
わ
れ
る
音
節
の
用
例
が
多
く
、
音
節
に
よ
っ
て
は
付
属

語
・
活
用
語
尾
・
接
辞
を
あ
ら
わ
さ
な
い
た
め
、
正
訓
字
間
に
使
用
さ
れ
る

も
の
が
皆
無
（
例
：「
ア
」「
コ
乙
類
」）
と
い
う
こ
と
も
生
じ
う
る
。
対
し
て
、

音節 字母
前後の文字
正訓字 音仮名

ム
牟 26 13
武 3 16
ほか 0 2

モ

毛 524 37
母 64 18
文 33 2
聞 1 5
ほか 0 3

ヤ
也 37 12
夜 2 15
ほか 0 0

リ
利 5 6
里 0 9
ほか 2 6

ル

流 117 22
留 10 5
類 0 4
ほか 0 0

音節 字母
前後の文字
正訓字 音仮名

シ

之 370 40
思 10 48
師 51 2
四 28 18
志 18 12
ほか 4 7

セ
世 5 17
勢 3 7
ほか 0 0

ト乙
登 83 15
等 63 5
ほか 4 1

ニ
尓 1519 38
二 117 2
ほか 10 10

ノ乙
乃 891 13
能 48 7
ほか 0 0

《表１：前後の文字別字母
　　使用回数表》

音節 字母
前後の文字
正訓字 音仮名

ア
安 0 24
阿 0 11
ほか 0 0

カ
可 50 59
加 8 14
ほか 2 4

キ甲
伎 3 14
吉 1 10
ほか 0 2

コ乙
許 0 21
己 0 7
ほか 0 2

サ
左 26 15
佐 3 17
ほか 5 7
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音
仮
名
間
に
仮
名
が
現
れ
る
箇
所
は
、
自
立
語
も
含
め
一
語
全
体
を
仮
名
表

記
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
同
じ
音
節
を
あ
ら
わ
す
字
母
に

つ
い
て
、
複
数
の
字
母
を
同
様
の
頻
度
で
使
用
し
て
い
る
音
節
は
少
な
く
、

表
に
挙
げ
た
ほ
と
ん
ど
の
音
節
に
お
い
て
、
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
字
母
と
そ

う
で
な
い
字
母
と
い
っ
た
使
用
頻
度
の
差
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
音

節
自
体
の
事
情
と
各
字
母
の
使
用
頻
度
と
い
う
事
情
を
考
慮
に
お
い
て
も
な

お
、
表
１
か
ら
は
、
同
一
音
節
を
あ
ら
わ
す
字
母
と
し
て
相
異
な
る
傾
向
を

も
つ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
看
取
で
き
る
。

　

各
字
母
が
正
訓
字
の
間
か
音
仮
名
の
間
か
の
ど
ち
ら
の
環
境
に
偏
っ
て
現

れ
る
か
を
見
る
わ
け
だ
が
、
全
体
的
に
は
多
く
の
音
節
に
お
い
て
、
ど
の
字

母
も
同
じ
環
境
に
偏
る
様
子
を
見
せ
る
。例
え
ば
、「
カ
」
を
あ
ら
わ
す
「
可
」

／
「
加
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
正
訓
字
間
に
五
〇
例
／
八
例
、
音
仮
名
間
に
五
九

例
／
一
四
例
と
、
ど
ち
ら
の
字
母
も
音
仮
名
間
に
お
け
る
用
例
の
方
が
多

く
、
仮
名
を
使
用
す
る
環
境
に
よ
っ
て
異
な
る
字
母
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
。
こ
れ
が
い
わ
ば
両
字
母
を
恣
意
的
に
使
用
し
た
際
の
自
然
な
状
態

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
特
に
「
サ
」「
シ
」「
ム
」「
ヤ
」
に
つ
い
て
は
、
特

殊
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、「
サ
」
を
あ
ら
わ
す
「
左
」
／
「
佐
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
正
訓
字
間
に
二
六
例
／
三
例
、
音
仮
名
間
に
一
五
例
／
一
七

例
と
、「
左
」
は
正
訓
字
間
に
用
例
が
多
く
、「
佐
」
は
音
仮
名
間
に
用
例
が

多
い
と
い
う
、
相
異
な
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
の
音
節
も

「
之４
」
／
「
思
」、「
牟
」
／
「
武
」、「
也
」
／
「
夜
」
に
同
様
の
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
サ
」「
シ
」「
ム
」「
ヤ
」
の
四
音
節
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
異
な
る
傾
向
を
も
つ
二
種
の
仮
名
字
母
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

【
正
訓
字
間
に
多
く
現
れ
る
字
母
】　

左　

之　

牟　

也

【
音
仮
名
間
に
多
く
現
れ
る
字
母
】　

佐　

思　

武　

夜

　

沖
森
（
一
九
八
九
）
で
は
、「
ノ
乙
類
」
に
用
い
る
「
乃
」「
能
」
に
つ
い
て
、

「
乃
」
が
助
詞
ノ
の
表
記
を
担
い
、「
能
」
は
特
定
の
語
を
表
記
す
る
性
格
は

な
い
と
し
て
、
字
母
の
違
い
を
表
記
す
る
語
に
よ
る
違
い
と
捉
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、「
サ
」「
シ
」「
ム
」「
ヤ
」
の
使
用
傾
向
が
表
記
す
る
語
に
よ
る
も

の
か
、
正
訓
字
間
／
音
仮
名
間
と
い
っ
た
環
境
に
よ
る
も
の
か
を
確
認
し
た

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
字
母
が
、
ど
の
よ
う
な
語
の
表
記
に
現
れ
る
の
か
、
具
体

的
な
品
詞
と
用
例
の
一
部
を
示
す
。
ま
た
、
具
体
例
を
示
す
際
、
当
該
字
母

を
太
字
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
、
音
仮
名
を
四
角
で
囲
み
示
す
。

〈
サ
〉「
左
」・
正
訓
字
間　
　

接
頭
語
（
二
二
）
接
尾
語
（
四
）

 

計
【
二
六
例
】

　
　
　
　
　

例
） 

鳴な
き

而て

左さ

度わ
た
る（「

鳴
き
て
さ
渡
る
」
巻
十
・
一
九
六
〇
）

　
　
　

・ 

音
仮
名
間　
　

名
詞
（
七
）
動
詞
（
六
）
副
詞
（
二
）

 

【
一
五
例
】

　
　
　
　
　

例
） 

安あ

左さ

里り

為し

（「
漁
り
し
」
巻
六
・
九
五
四
）

　
「
佐
」・
正
訓
字
間　
　

接
頭
語
（
三
） 

【
三
例
】

　
　
　
　
　

例
） 

袖そ
で

指さ
し

代か
へ

而て

佐さ

寐ね

之し

（「
袖
指
し
代
へ
て
さ
寝
し
」
巻
八
・

一
六
二
九
）

　
　
　

・ 

音
仮
名
間　
　

 

動
詞
（
九
）
名
詞
（
六
）
形
容
詞
（
一
）
助
詞

（
一
） 

【
一
七
例
】

　
　
　
　
　

例
） 

花は
な

毛も

佐さ

家け

礼れ

杼ど

（「
花
も
咲
け
れ
ど
」
巻
一
・
十
六
）

　
「
サ
」
に
関
し
て
は
、
正
訓
字
間
の
仮
名
表
記
に
は
接
辞
し
か
用
例
が
な

く
、
一
方
の
音
仮
名
間
で
は
動
詞
、
名
詞
、
副
詞
、
形
容
詞
、
助
詞
の
用
例
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が
あ
る
よ
う
に
、
正
訓
字
間
／
音
仮
名
間
で
表
記
す
る
語
が
異
な
る
。
字
母

の
違
い
は
正
訓
字
間
／
音
仮
名
間
と
い
う
環
境
に
よ
る
も
の
か
、
表
記
す
る

語
に
よ
る
も
の
か
判
断
が
つ
け
ら
れ
な
い
。

〈
シ
〉 「
之
」・
正
訓
字
間　
　

 

助
動
詞
（
二
二
四
）
助
詞
（
七
四
）
動
詞
（
四
〇
）

形
容
詞
（
二
一
）
連
語
（
六
）
副
詞
（
四
）
名

詞
（
一
） 

【
三
七
〇
例
】

　
　
　
　
　

例
） 
結

む
す
び

之し

情こ
こ
ろ（「

結
び
し
情
」
巻
三
・
三
九
七
）

　
　
　

・
音
仮
名
間　
　

 
助
動
詞
（
九
）
助
詞
（
八
）
形
容
詞
（
七
）
連

語
（
六
）
動
詞
（
三
）
副
詞
（
二
）
感
動
詞
（
二
）

名
詞
（
一
）
補
助
動
詞
（
一
）
枕
詞
（
一
）

 

【
四
〇
例
】

　
　
　
　
　

例
） 

潔み
そ

身ぎ

而て

麻ま

之し

乎を

（「
禊
ぎ
て
ま
し
を
」
巻
三
・
四
二
〇
）

　
「
思
」・
正
訓
字
間　
　

 

助
詞
（
七
）
助
動
詞
（
二
）
副
詞
（
一
）

 

【
一
〇
例
】

　
　
　
　
　

例
） 

神か
み

思し

将し
ら

御さ

知む

（「
神
し
知
ら
さ
む
」
巻
十
二
・
三
一
〇
〇
）

　
　
　

・
音
仮
名
間　
　

 

助
動
詞
（
一
七
）
動
詞
（
一
〇
）
形
容
詞
（
七
）

名
詞
（
五
）
副
詞
（
四
）
助
詞
（
二
）
連
語
（
二
）

感
動
詞
（
一
） 

【
四
八
例
】

　
　
　
　
　

例
） 

名な

附づ
け

家け

良ら

思し

蒙も

（「
名
附
け
け
ら
し
も
」
巻
六
・
九
七
七
）

　
「
シ
」
を
あ
ら
わ
す
仮
名
は
、
正
訓
字
間
／
音
仮
名
間
を
通
し
て
助
動
詞

の
表
記
に
多
く
用
い
ら
れ
る
。
正
訓
字
間
の
助
動
詞
表
記
は
「
之
」
二
二
四

例
、「
思
」
二
例
に
対
し
、
音
仮
名
間
の
助
動
詞
表
記
は
「
之
」
九
例
、「
思
」

一
七
例
と
、
同
じ
助
動
詞
の
表
記
で
も
正
訓
字
間
に
は
「
之
」
が
、
音
仮
名

間
に
は
「
思
」
が
偏
っ
て
現
れ
て
お
り
、
環
境
に
よ
っ
て
異
な
る
字
母
が
現

れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
次
い
で
表
記
用
例
の
多
い
助
詞
は
、「
思
」
に
よ

る
音
仮
名
間
の
用
例
が
二
例
と
少
な
い
が
、
動
詞
、
形
容
詞
、
副
詞
な
ど
、

他
の
多
く
の
品
詞
に
つ
い
て
正
訓
字
間
に
は
「
之
」
が
、
音
仮
名
間
に
は

「
思
」
が
多
く
現
れ
て
い
る
。

〈
ム
〉 「
牟
」・
正
訓
字
間　
　

助
動
詞
（
二
六
） 

【
二
六
例
】

　
　
　
　
　

例
） 

待
ま
つ
ら

牟む

妹い
も

尓に

（「
待
つ
ら
む
妹
に
」
巻
三
・
四
四
五
）

　
　
　

・
音
仮
名
間　
　

 

助
動
詞
（
九
）
名
詞
（
三
）
動
詞
（
一
）

 

【
一
三
例
】

　
　
　
　
　

例
） 

住す
ま

波は

牟む

等と

（「
住
ま
は
む
と
」
巻
四
・
五
七
八
）

　
「
武
」・
正
訓
字
間　
　

助
動
詞
（
三
） 

【
三
例
】

　
　
　
　
　

例
） 

追お
ひ

及し
か

武む

道み
ち

之の

（「
追
ひ
及
か
む
道
の
」
巻
二
・
一
一
五
）

　
　
　

・
音
仮
名
間　
　

 

助
動
詞
（
一
〇
）
名
詞
（
三
）
動
詞
（
三
）

 

【
一
六
例
】

　
　
　
　
　

例
）
神

か
む
さ
び

家け

武む

毛も

（「
神
さ
び
け
む
も
」
巻
四
・
五
二
二
）

　
「
ム
」
を
あ
ら
わ
す
仮
名
は
、
正
訓
字
間
／
音
仮
名
間
と
も
助
動
詞
の
表

記
に
用
例
が
多
い
が
、正
訓
字
間
の
助
動
詞
表
記
は
「
牟
」
が
二
六
例
、「
武
」

が
三
例
、
音
仮
名
間
の
助
動
詞
表
記
は
「
牟
」
が
九
例
、「
武
」
が
一
〇
例

で
あ
る
。
音
仮
名
間
は
あ
ま
り
差
が
な
い
も
の
の
、
や
は
り
「
牟
」
は
正
訓

字
間
に
、「
武
」
は
音
仮
名
間
に
現
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
表
記
す
る
語
で

は
な
く
、
正
訓
字
間
／
音
仮
名
間
と
い
う
環
境
が
使
用
字
母
の
違
い
に
関
わ

る
と
思
わ
れ
る
。

〈
ヤ
〉「
也
」・
正
訓
字
間　
　

助
詞
（
三
七
） 

【
三
七
例
】

　
　
　
　
　

例
） 

浮う
き

宿ね

也や

應す
べ
き為

（「
浮
き
寝
や
す
べ
き
」
巻
七
・
一
二
三
五
）

　
　
　

・
音
仮
名
間　
　

 

助
詞
（
八
）
形
容
詞
（
二
）
名
詞
（
一
）
感
動
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詞
（
一
） 

【
一
二
例
】

　
　
　
　
　

例
） 

八は

多た

也や

八は

多た

（「
将
や
将
」
巻
四
・
七
六
二
）

　
「
夜
」・
正
訓
字
間　
　

 

助
詞
（
一
）
枕
詞
（
一
） 

【
二
例
】

　
　
　
　
　

例
） 

過す
ぎ

而て

夜や

将ゆ
か
む行

（「
過
ぎ
て
や
行
か
む
」
巻
七
・
一
一
七
四
）

　
　
　

・
音
仮
名
間　
　

 

名
詞
（
七
）
助
詞
（
三
）
動
詞
（
二
）
副
詞
（
二
）

形
容
詞
（
一
）

　
　
　
　
　

例
） 
熊く

ま

来き

乃の

夜や

良ら

尓に

（「
熊
来
の
沼
に
」
巻
十
六
・
三
八
七
八
）

 

【
一
五
例
】

　
「
ヤ
」
を
あ
ら
わ
す
仮
名
は
、
正
訓
字
間
／
音
仮
名
間
と
も
に
、
助
詞
の

表
記
例
が
多
い
。
正
訓
字
間
の
助
詞
表
記
は
、「
也
」
が
三
七
例
、「
夜
」
が

一
例
、
音
仮
名
間
の
助
詞
表
記
は
、「
也
」
が
八
例
、「
夜
」
が
三
例
で
あ
る
。

正
訓
字
間
／
音
仮
名
間
の
ど
ち
ら
も
「
也
」
の
用
例
が
多
い
。
ま
た
、「
夜
」

は
音
仮
名
間
に
名
詞
を
表
記
す
る
用
例
が
七
例
と
多
く
、「
也
」
の
名
詞
を

表
記
す
る
用
例
は
一
例
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
也
」
は
助
詞
を
、

「
夜
」
は
名
詞
を
主
に
表
記
す
る
字
母
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、「
夜
」

の
用
例
だ
け
を
見
る
と
、
正
訓
字
間
の
助
詞
表
記
一
例
、
音
仮
名
間
の
助
詞

表
記
三
例
と
、
同
じ
品
詞
の
表
記
で
も
音
仮
名
間
に
多
い
こ
と
が
言
え
る
。

字
母
の
違
い
は
表
記
す
る
語
に
よ
る
も
の
か
、
正
訓
字
間
／
音
仮
名
間
と
い

う
環
境
に
よ
る
も
の
か
、
こ
の
用
例
で
は
は
っ
き
り
と
判
断
し
が
た
い
。

　

以
上
の
通
り
、「
サ
」「
シ
」「
ム
」「
ヤ
」
に
つ
い
て
個
々
の
用
例
を
見
て

き
た
。「
サ
」
と
「
ヤ
」
は
決
定
的
な
判
断
が
保
留
さ
れ
る
が
、「
シ
」「
ム
」

を
見
る
限
り
、
正
訓
字
間
／
音
仮
名
間
に
特
定
の
字
母
が
偏
る
傾
向
は
、
各

字
母
が
表
記
す
る
語
を
異
に
し
て
い
る
た
め
で
は
な
く
、
正
訓
字
間
で
あ
る

か
、
音
仮
名
間
で
あ
る
か
と
い
う
、
そ
の
こ
と
が
使
用
字
母
を
決
定
し
て
い

る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
正
訓
字
に
親
和
的
な
字
母
と
独
立
的
な
字
母

　

仮
名
字
母
の
使
用
さ
れ
る
箇
所
が
正
訓
字
間
／
音
仮
名
間
に
偏
っ
て
見
ら

れ
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
正
訓
字
に
親
和
的
で
あ
る
か
、
正
訓
字
と
は
離
れ
て

独
立
的
に
日
本
語
を
表
記
す
る
か
と
い
う
違
い
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
正
訓

字
間
に
偏
る
「
左
」「
之
」「
牟
」「
也
」
は
、
正
訓
字
と
交
え
て
用
い
ら
れ

る
た
め
「
正
訓
字
に
対
し
て
親
和
的
」
で
あ
り
、
音
仮
名
間
に
偏
る
「
佐
」

「
思
」「
武
」「
夜
」
は
、
仮
名
だ
け
で
語
を
表
記
す
る
た
め
「
正
訓
字
に
対

し
て
独
立
的
」
で
あ
る
と
言
え
る
。
異
な
る
二
つ
の
性
格
を
も
つ
万
葉
仮
名

が
、
一
つ
の
表
記
の
中
に
不
分
明
に
交
え
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
、
訓
字
主

体
表
記
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
万
葉
仮
名
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
字
母
を

用
い
る
か
と
い
う
判
断
は
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
位
相
や
表
記
体
の
よ
う
な

資
料
性
に
よ
る
も
の
の
み
で
は
な
く
、
同
じ
資
料
の
同
じ
表
記
体
の
中
で

も
、
正
訓
字
の
有
無
と
い
う
表
記
環
境
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
傾
向
で
あ
る
が
、
注
意
す
れ
ば
一
首
の
歌
の
中
に

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

難な
に
は波
方が
た　

塩し
ほ

干ひ

勿な

有あ
り

曽そ

祢ね　

沈
し
づ
み
に

之し　

妹い
も

之が

光す
が
た儀

乎を　

見み

巻ま
く

苦く

流る

思し

母も

 

（
巻
二
・
二
二
九
）

　

右
は
二
二
九
番
歌
の
音
仮
名
の
み
を
四
角
で
囲
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の

歌
に
は
、「
シ
」
を
あ
ら
わ
す
仮
名
と
し
て
「
之
」「
思
」
二
種
類
の
字
母
が

使
わ
れ
る
が
、「
之
」
は
正
訓
字
間
、「
思
」
は
音
仮
名
間
と
、
正
訓
字
の
有

無
と
い
う
環
境
の
違
い
に
よ
っ
て
字
母
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
す
べ
て
の
歌
に
お
い
て
必
ず
し
も
同
一
音
節
に
二
種
類
以
上
の
字
母
が
使
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わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
歌
に
よ
っ
て
は
一
首
内
に
そ
の
音
節
を
仮
名
表
記

す
る
回
数
が
一
回
以
下
と
い
う
こ
と
も
多
々
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

字
母
の
性
格
を
考
慮
す
る
意
識
が
、『
万
葉
集
』
の
訓
字
主
体
表
記
を
通
し

て
全
体
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
表
１
で
見
た
よ
う
な
「
サ
」「
シ
」「
ム
」「
ヤ
」

に
関
す
る
字
母
使
用
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
万
葉
仮
名
に
見
ら
れ
る
こ
の
異
な
る
二
つ
の
性
格
は
、『
万
葉
集
』

に
の
み
特
有
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
時
代
の
資
料
に
は
、
正
訓
字
間

に
位
置
す
る
仮
名
を
見
つ
け
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
漢
文
や
い
わ

ゆ
る
変
体
漢
文
の
中
に
見
ら
れ
る
用
例
は
、
仮
名
を
複
数
並
べ
て
語
を
表
記

す
る
訓
注
の
役
割
を
果
た
す
も
の
が
主
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
正
訓

字
に
対
し
て
独
立
的
」
な
仮
名
し
か
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
正
訓

字
に
対
し
て
親
和
的
」
な
仮
名
が
最
も
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
宣
命
体
の
資

料
で
あ
る
。『
続
日
本
紀
』
の
宣
命
に
は
、
仮
名
が
正
訓
字
と
変
わ
ら
ず
大

字
で
書
か
れ
る
場
合
と
、
小
字
で
書
か
れ
る
場
合
と
が
あ
る
。
大
書
の
場
合

は
多
く
が
自
立
語
の
表
記
で
あ
り
、
正
訓
字
間
に
仮
名
が
孤
立
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
つ
ま
り
、
大
書
の
仮
名
は
そ
れ
自
体
が
「
正
訓
字
に
対
し

て
独
立
的
」
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
小
書
の
場
合
は
多
く
が

付
属
語
や
活
用
語
尾
の
表
記
で
あ
り
、
一
音
節
の
場
合
は
正
訓
字
間
に
孤
立

す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
語
の
音
節
が
複
数
に
わ
た
れ
ば
仮
名
が
並
ぶ
こ
と
と

な
る
。
特
に
正
訓
字
間
に
孤
立
す
る
小
書
の
仮
名
は
、「
正
訓
字
に
対
し
て

親
和
的
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
節
で
述
べ
て
き
た
「
サ
」「
シ
」「
ム
」

「
ヤ
」
の
四
音
節
に
関
し
て
、『
続
日
本
紀
』
宣
命５
に
お
い
て
大
書
、
小
書
の

仮
名
を
区
別
し
、
正
訓
字
間
に
孤
立
す
る
か
、
仮
名
の
並
び
の
中
で
使
用
さ

れ
る
か
に
つ
い
て
、
そ
の
用
例
を
字
母
ご
と
に
示
す
と
次
の
表
２６
の
よ
う
に

な
る
。『
続
日
本
紀
』
宣
命
に
は
、『
万
葉
集
』
と
は
異
な
り
、「
シ
」
を
あ

ら
わ
す
仮
名
に
「
思
」
は
使
わ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
「
シ
」
に
つ
い
て
は
「
之
」

と
「
思
」
と
を
対
比
で
き
な
い
の
で
、
ま
ず
他
の
三
音
節
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認

し
た
い
。

　
「
サ
」
は
、「
左
」
の
大
書
さ
れ
る
用
例
が
な
く
、
大
書
の
場
合
は
常
に

《表２：『続日本紀』宣命に見える仮名の大書・小書別使用環境》

大　　書 小　　書
正訓字間 仮名間 その他 正訓字間 仮名間 その他

サ
左 0 0 0 0 1 3
佐 0 11 2 0 3 7

シ

之 2 10 4 36 68 108
志 0 11 2 11 12 13
自 0 2 0 6 9 11
斯 0 7 3 0 2 0

ム

牟 0 5 1 36 17 51
武 0 1 1 2 5 8
无 0 0 0 2 2 3
無 0 0 0 0 0 1

ヤ
也 0 1 0 1 0 2
夜 0 6 4 2 5 7
耶 0 0 4 0 0 0
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「
佐
」
が
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
場
合
正
訓
字
間
に
は
書
か
れ
ず
、
全
一

三
例
中
一
一
例
ま
で
が
仮
名
間
に
書
か
れ
る
。
小
書
の
場
合
は
「
左
」
四
例

「
佐
」
一
〇
例
と
や
は
り
「
佐
」
が
多
い
が
、
ど
ち
ら
に
も
正
訓
字
間
の
用

例
が
な
く
、
仮
名
間
に
は
「
左
」
が
一
例
、「
佐
」
が
三
例
用
い
ら
れ
る
。

全
体
と
し
て
正
訓
字
間
の
用
例
が
一
例
も
な
い
た
め
、
正
訓
字
間
に
用
い
ら

れ
や
す
い
字
母
は
特
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
「
正
訓
字
に
対
し
て
独
立
的
」

で
あ
る
大
書
の
用
例
が
「
佐
」
に
多
く
、
さ
ら
に
小
書
の
場
合
も
仮
名
間
に

は
「
佐
」
の
方
が
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
佐
」
は
「
正
訓
字
に
対

し
て
独
立
的
」
な
傾
向
が
「
左
」
よ
り
も
強
く
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
万

葉
集
』
で
見
ら
れ
た
結
果
と
一
致
し
て
い
る
。

　
「
ム
」
に
つ
い
て
、四
種
類
の
字
母
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、今
は
「
牟
」「
武
」

に
つ
い
て
の
み
考
察
す
る
と
、
大
書
・
小
書
の
ど
ち
ら
に
も
「
牟
」
の
用
例

が
多
い
。
大
書
の
場
合
、「
牟
」
は
全
六
例
中
五
例
、「
武
」
は
全
二
例
中
の

一
例
が
仮
名
間
に
用
い
ら
れ
る
。
小
書
の
場
合
は
、「
牟
」
が
全
一
〇
四
例

中
正
訓
字
間
に
三
六
例
、
仮
名
間
に
一
七
例
、「
武
」
が
全
一
五
例
中
正
訓

字
間
に
二
例
、
仮
名
間
に
五
例
見
え
る
。
大
書
か
ら
二
字
母
の
傾
向
を
読
み

取
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
小
書
か
ら
、「
牟
」
は
仮
名
間
よ
り
も
正
訓
字
間

に
多
く
用
い
ら
れ
、「
武
」
は
正
訓
字
間
よ
り
も
仮
名
間
に
多
く
用
い
ら
れ

る
こ
と
が
言
え
る
。
つ
ま
り
二
字
母
を
比
較
し
て
、『
万
葉
集
』
で
見
ら
れ

た
よ
う
に
、「
牟
」
は
「
正
訓
字
に
対
し
て
親
和
的
」
な
字
母
で
あ
り
、「
武
」

は
「
正
訓
字
に
対
し
て
独
立
的
」
な
字
母
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
「
ヤ
」
に
つ
い
て
も
「
也
」「
夜
」
だ
け
に
考
察
を
絞
る
と
、
大
書
・
小
書

と
も
「
夜
」
の
用
例
が
多
い
。
大
書
の
場
合
、「
也
」
が
仮
名
間
に
一
例
の

み
用
い
ら
れ
、
こ
れ
が
大
書
の
「
也
」
の
唯
一
例
で
あ
る
。「
夜
」
も
正
訓

字
間
の
用
例
は
な
い
が
、
大
書
さ
れ
る
一
〇
例
の
う
ち
六
例
が
仮
名
間
に
用

い
ら
れ
る
。
小
書
の
場
合
は
「
也
」
が
全
三
例
中
、
正
訓
字
間
に
一
例
、
仮

名
間
に
は
用
い
ら
れ
な
い
。「
夜
」
は
全
一
四
例
中
正
訓
字
間
に
二
例
、
仮

名
間
に
五
例
用
い
ら
れ
る
。「
也
」
の
用
例
が
少
な
く
心
許
な
い
が
、「
夜
」

が
正
訓
字
間
よ
り
も
仮
名
間
に
使
用
例
が
多
い
こ
と
は
言
え
、
こ
れ
も
「
夜
」

が
「
正
訓
字
に
対
し
独
立
的
」
で
あ
る
と
い
う
『
万
葉
集
』
に
見
ら
れ
た
傾

向
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

さ
て
、「
シ
」
で
あ
る
が
、「
之
」
と
「
思
」
と
を
対
照
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、「
之
」
独
自
の
性
格
を
見
て
み
た
い
。
ま
ず
、「
シ
」
の
音
節
を

万
葉
仮
名
で
あ
ら
わ
す
用
例
が
全
三
一
七
例
あ
る
う
ち
、「
之
」
は
二
二
八

例
と
、
総
数
の
三
分
の
二
以
上
を
占
め
る
最
も
普
通
の
仮
名
で
あ
る
。
大

書
・
小
書
と
も
に
ど
の
字
母
よ
り
も
「
之
」
の
用
例
が
多
い
が
、
大
書
に
は

一
六
例
、
小
書
に
は
二
一
二
例
と
、
特
に
小
書
に
偏
っ
て
い
る
。「
シ
」
の

音
節
が
大
書
さ
れ
る
全
用
例
が
四
一
例
、
小
書
さ
れ
る
全
用
例
が
二
七
六
例

と
い
う
こ
と
を
考
え
、
全
体
数
に
占
め
る
「
之
」
の
割
合
を
見
て
も
、「
之
」

は
大
書
よ
り
も
小
書
に
用
い
ら
れ
や
す
い
字
母
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま

た
、「
之
」
は
、
大
書
に
は
珍
し
く
、
正
訓
字
間
に
孤
立
し
て
仮
名
で
あ
ら

わ
さ
れ
る
も
の
が
二
例
あ
る
。
こ
れ
は
二
例
と
も
助
動
詞
キ
の
連
体
形
シ
を

表
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
語
を
仮
名
表
記
す
る
も
の
は
他
に
四
二
例
あ

る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
小
書
さ
れ
、
こ
の
二
例
の
特
殊
な
様
子
が
う
か
が

え
る
。
本
来
「
正
訓
字
に
対
し
て
独
立
的
」
で
あ
る
大
書
部
分
に
お
い
て
、

正
訓
字
間
に
孤
立
し
て
仮
名
が
書
か
れ
る
と
い
う
「
正
訓
字
に
対
し
て
親
和

的
」
な
仮
名
の
字
母
が
「
之
」
で
あ
る
と
い
う
意
義
は
大
き
い
。
大
書
よ
り

も
小
書
に
用
い
ら
れ
や
す
い
と
い
う
点
か
ら
も
、
や
は
り
「
之
」
は
、「
正
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訓
字
に
対
し
て
親
和
的
」
で
あ
る
こ
と
、『
万
葉
集
』
に
見
ら
れ
た
傾
向
と

矛
盾
し
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
続
日
本
紀
』
宣
命
に
見
ら
れ
る
「
サ
」「
シ
」「
ム
」「
ヤ
」

を
あ
ら
わ
す
仮
名
を
見
て
き
た
。
用
例
の
少
な
さ
に
よ
り
性
格
を
積
極
的
に

捉
え
ら
れ
な
い
字
母
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
『
万
葉
集
』
の
訓
字
主
体
表
記

に
見
ら
れ
た
「
正
訓
字
に
対
し
て
親
和
的
」
な
字
母
、「
正
訓
字
に
対
し
て

独
立
的
」
な
字
母
は
、『
続
日
本
紀
』
宣
命
と
一
致
し
て
い
る
。「
思
」
字
の

使
用
な
ど
、『
万
葉
集
』
に
特
有
の
用
字
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
っ
て
も
、

や
は
り
全
体
と
し
て
漢
字
と
交
え
用
い
ら
れ
る
仮
名
字
母
に
二
つ
の
異
な
る

性
格
が
あ
る
こ
と
は
、
上
代
の
表
記
に
広
く
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

四
、
正
訓
字
に
対
し
て
親
和
的
な
字
母
の
特
徴

　

正
訓
字
と
仮
名
と
を
交
え
用
い
る
表
記
に
お
い
て
、「
左
」「
之
」「
牟
」

「
也
」
が
「
正
訓
字
に
対
し
親
和
的
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
で
、

で
は
な
ぜ
こ
れ
ら
の
字
母
が
そ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
も
の
と
し
て
選
ば
れ

た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。『
万
葉
集
』
に
お
い
て
は
、「
佐
」「
思
」「
武
」

「
夜
」
と
の
比
較
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
、
次
の
二
点
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

①
字
形
が
簡
略
で
あ
る
。　
　

②
字
義
に
実
質
的
意
味
が
乏
し
い
。

　

ま
ず
①
の
字
形
に
つ
い
て
は
、「
佐
」「
思
」「
武
」「
夜
」
よ
り
も
明
ら
か

に
「
左
」「
之
」「
牟
」「
也
」
の
方
が
少
画
で
あ
り
、
簡
略
な
字
形
を
し
て

い
る
。
②
の
字
義
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
意
味
の
強
さ
を
は
か
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
。
し
か
し
、『
万
葉
集
』
の
表
記
者
が
字
義
を
考
慮
し
て
仮
名
を

使
用
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
例
え
ば
橋
本
四
郎
（
一
九
五
九
ａ
）

は
、
記
紀
万
葉
に
使
用
頻
度
の
高
い
万
葉
仮
名
字
母
に
つ
い
て
、
同
じ
漢
字

を
正
訓
字
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
全
く
な
い
か
、
あ
っ
て
も
ご
く
少
数
で

あ
る
こ
と
、
反
対
に
正
訓
字
と
し
て
の
使
用
頻
度
の
高
い
漢
字
は
、
音
仮
名

と
し
て
の
用
例
が
あ
っ
て
も
少
数
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
万

葉
仮
名
は
字
形
が
漢
字
で
あ
る
以
上
、
漢
字
と
し
て
本
来
持
つ
表
意
性
を
拭

い
去
る
こ
と
が
で
き
ず
、
表
意
的
な
正
訓
字
と
し
て
の
使
用
頻
度
の
高
い
漢

字
は
、
表
音
に
徹
す
べ
き
仮
名
の
字
母
と
し
て
使
用
が
制
限
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
正
訓
字
と
し
て
の
使
用
頻
度
が
高
い
漢
字
は
、

実
質
的
意
味
が
強
い
と
言
え
よ
う
。
同
様
の
こ
と
は
池
上
禎
造
（
一
九
六
〇
）

に
も
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
掲
の
沖
森
（
一
九
八
九
）
で
は
、『
万
葉
集
』

の
音
仮
名
ヤ
「
夜
」、
モ
「
母
」
に
つ
い
て
、
字
母
で
あ
る
漢
字
の
正
訓
字

と
し
て
の
使
用
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
夜
」「
母
」
は
表
意
性
が
強
く
、
そ

の
た
め
表
意
主
体
の
諸
巻
（
訓
字
主
体
表
記
巻
）
に
は
仮
名
と
し
て
の
使
用
が

少
な
く
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
参
考
に
各
字

母
が
正
訓
字
と
し
て
『
万
葉
集
』
の
訓
字
主
体
表
記
中
に
使
用
さ
れ
る
用
例

数
と
訓
の
例
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

左
（
八
）
…
ヒ
ダ
リ
等  

 
 
 
 

佐
（
一
）
…
タ
ス
ク

之
（
二
八
〇
八
）
…
ガ
、
ノ
等 

 
 

思
（
二
一
九
）
…
オ
モ
フ
等

牟
（
な
し
）  

 
 
 
 
 
 
 
 

武
（
一
）
…
モ
ノ
ノ
フ

也
（
な
し
）  

 
 
 
 
 
 
 
 

夜
（
三
五
九
）
…
ヨ
、
ヨ
ル
等

　
「
ム
」「
ヤ
」
は
と
も
か
く
、「
サ
」「
シ
」
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
「
佐
」

「
思
」
の
正
訓
字
と
し
て
の
用
例
が
「
左
」「
之
」
よ
り
多
く
は
な
い
。
し
か

し
、「
サ
」
に
関
し
て
は
、
訓
字
主
体
表
記
中
、
地
名
「
佐さ

保ほ

」
や
「
佐さ

太だ

」
な
ど
の
固
有
名
詞
表
記
に
「
佐
」
が
集
中
し
て
使
用
さ
れ
る
と
い
う
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
訓
字
主
体
表
記
中
に
四
音
節
の
各
字
母
が
固
有
名
詞
を
表
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記
す
る
用
例
は
、
表
３
の
と
お
り
で
あ
る
。
固
有
名
詞
は
和
語
で
あ
り
、
表

記
に
音
仮
名
が
使
わ
れ
る
場
合
、
字
訓
を
使
用
し
な
い
点
で
は
漢
字
の
表
音

的
利
用
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
の
漢
字
に
よ
り
固
定
的
な

表
記
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
表
語
性
を
得
て
い
る
と
い
う
性
質
が
あ
り
、
純
粋

な
音
仮
名
と
考
え
る
に
は
躊
躇
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
も
表
１
で
は

固
有
名
詞
表
記
を
除
い
て
用
例
を
数
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
、
漢
字
の
表

語
的
使
用
に
準
ず
る
と
思
わ
れ
る
固
有
名
詞
の
表
記
と
し
て
、「
左
」
が
三

例
に
対
し
「
佐
」
が
三
七
例
と
、「
佐
」
に
用
例
が
偏
っ
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
、

「
佐
」
の
表
語
性
の
傍
証
と
な
る
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、「
シ
」
に
関
し
て
、

正
訓
字
「
之
」
は
訓
字
主
体
表
記
中
、
格
助
詞
「
ガ
」「
ノ
」
に
併
せ
て
二

八
〇
三
例
、
接
続
助
詞
「
バ
」
に
三
例
、「
ナ
ガ
ラ
」
に
一
例
、
助
動
詞
「
ナ

リ
」
に
一
例
用
い
ら
れ
、
す
べ
て
の
用
例
が
助
詞
か
助
動
詞
の
表
記
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
の
「
之
」
は
、
正
訓
字
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
、
関
係
概
念
の

表
記
に
は
用
い
ら
れ
て
も
、
実
質
概
念
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
は
用
い
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
実
質
的
な
意
味
が
乏
し
い
漢
字
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
対
す
る
正
訓
字
「
思
」
は
、
主
に
「
思
う
」
の
意
味

で
多
数
使
用
さ
れ
、
実
質
的
意
味
を
強
く
も
つ
漢
字
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
正
訓
字
に
親
和
的
」
な
「
左
」「
之
」「
牟
」「
也
」
は
、

「
佐
」「
思
」「
武
」「
夜
」
に
比
べ
、
①
字
形
が
簡
略
で
あ
り
②
実
質
的
意
味

に
乏
し
い
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
特
徴
を
も
つ
仮
名
は
、
す
な

わ
ち
正
訓
字
と
交
え
用
い
ら
れ
た
際
に
、
一
見
し
て
仮
名
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
や
す
い
仮
名
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
正
訓
字
は
様
々
な
語
を
あ
ら

わ
す
た
め
、
音
節
数
の
決
ま
っ
て
い
る
仮
名
よ
り
も
遥
か
に
多
く
の
字
種
が

求
め
ら
れ
、
字
形
も
複
雑
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
比
較
的
字
形

の
簡
略
な
字
母
が
仮
名
と
し
て
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
れ
ば
、
見
た
目
に
も
仮

名
で
あ
る
こ
と
の
指
標
と
な
り
、
そ
の
文
字
が
正
訓
字
か
仮
名
か
と
い
う
よ

む
際
の
判
断
を
容
易
に
す
る
。
ま
た
、
い
か
に
簡
略
な
字
形
で
あ
っ
て
も
、

字
義
に
実
質
的
な
意
味
を
強
く
持
ち
正
訓
字
と
し
て
も
頻
用
さ
れ
る
字
母

は
、
仮
名
と
し
て
正
訓
字
と
交
え
用
い
る
に
は
適
し
な
い
。
仮
名
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
読
者
が
正
訓
字
と
間
違
え
て
誤
読
が
生
じ
た
り
、
も
し
く
は

よ
む
際
に
そ
の
字
が
示
す
実
質
的
な
意
味
を
喚
起
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
「
左
」「
之
」「
牟
」「
也
」
は
実
質
的

な
意
味
に
乏
し
く
、
字
義
の
上
で
も
正
訓
字
で
は
な
く
仮
名
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
や
す
い
の
で
あ
る
。

　

第
二
節
で
も
述
べ
た
が
、
訓
字
主
体
表
記
は
一
見
し
て
漢
字
が
連
ね
ら
れ

て
い
る
た
め
、
そ
の
文
字
が
正
訓
字
で
あ
る
か
仮
名
で
あ
る
か
を
判
断
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
正
訓
字
間
に
孤
立
し
て
書
か
れ
る
音
仮
名
に
は
、

《表３：固有名詞表記の
　　　字母使用回数》

音節 字母
訓字主体表記

固有名詞 ほか

サ
左 3 161
佐 37 82
ほか 3 36

シ
之 2 649
思 5 160
ほか 32 379

ム
牟 0 98
武 3 129
ほか 0 7

ヤ
也 2 106
夜 2 30
ほか 0 1
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字
形
と
字
義
に
お
い
て
一
見
し
て
仮
名
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
や
す
い
字
母

を
置
き
、
歌
の
よ
み
を
特
定
す
る
手
助
け
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

「
左
」「
之
」「
牟
」「
也
」
は
、
そ
れ
自
体
が
正
訓
字
間
に
置
か
れ
る
こ
と
で
、

仮
名
で
あ
る
こ
と
の
指
標
と
な
る
よ
う
な
字
母
な
の
で
あ
る
。

五
、
正
訓
字
に
対
し
て
独
立
的
な
字
母
の
特
徴

　

正
訓
字
間
に
置
く
仮
名
字
母
に
は
、
仮
名
で
あ
る
こ
と
が
一
見
し
て
分
か

り
や
す
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
音
仮
名
間
に
多
く
使
用
さ
れ
る
「
正
訓

字
に
対
し
て
独
立
的
」
な
字
母
に
つ
い
て
は
、
特
に
仮
名
で
あ
る
こ
と
の
指

標
と
な
る
必
要
は
な
い
。
音
仮
名
が
並
ぶ
こ
と
で
語
を
表
記
す
る
と
い
う
前

提
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
字
母
で
あ
れ
、
音
よ
み
し
て
ゆ
け
ば
語
形
が
捉

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
、
表
１
の
「
サ
」「
シ
」「
ム
」「
ヤ
」
を

見
て
も
、
前
後
の
文
字
が
正
訓
字
で
あ
る
環
境
の
方
は
、「
左
」
二
六
例
／

「
佐
」
三
例
、「
之
」
三
七
〇
例
／
「
思
」
一
〇
例
、「
牟
」
二
六
例
／
「
武
」

三
例
、「
也
」
三
七
例
／
「
夜
」
二
例
と
、「
左
」「
之
」「
牟
」「
也
」
に
極

端
に
用
例
が
偏
っ
て
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
前
後
の
文
字
が
音
仮
名
で
あ
る

環
境
で
は
、「
左
」
一
五
例
／
「
佐
」
一
七
例
、「
之
」
四
〇
例
／
「
思
」
四

八
例
、「
牟
」
一
三
例
／
「
武
」
一
六
例
、「
也
」
一
二
例
／
「
夜
」
一
五
例

と
、「
佐
」「
思
」「
武
」「
夜
」
に
用
例
が
多
い
も
の
の
、「
左
」「
之
」「
牟
」

「
也
」
も
そ
れ
に
近
い
ほ
ど
数
が
見
ら
れ
、
極
端
な
偏
り
と
言
え
る
ほ
ど
の

傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
仮
名
間
に
は
ど
の
よ
う
な
字
形
・
字

義
の
字
母
も
自
由
に
使
え
た
の
に
対
し
、
正
訓
字
間
に
は
特
に
字
形
が
簡
略

で
字
義
も
実
質
的
な
意
味
に
乏
し
い
字
母
を
使
お
う
と
い
う
制
約
が
強
か
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
【
表
記
体
】　　
【
環
境
】　　
　
【
制
約
】　　
　
【
使
用
字
母
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

字
形
簡
略

　
　
　
　
　
　
　

正
訓
字
間
↓　
　
　
　
　
　
　
（「
左
」「
之
」「
牟
」「
也
」）

訓
字
主
体
表
記　
　
　
　
　
　
　

意
味
弱
い

　
　
　
　
　
　
　

音
仮
名
間
↓　

制
約
な
し
↓　

 （「
佐
」「
思
」「
武
」「
夜
」「
左
」「
之
」

「
牟
」「
也
」）

【
字
母
の
性
格
】

「
左
」「
之
」「
牟
」「
也
」
… 

ど
の
箇
所
に
も
自
由
に
使
用
さ
れ
、
場
合
に
よ
り
「
正

訓
字
に
対
し
て
親
和
的
」
に
も
「
正
訓
字
に
対
し
て
独

立
的
」
に
も
な
り
う
る
。

「
佐
」「
思
」「
武
」「
夜
７」

… 

正
訓
字
と
は
別
に
、
仮
名
の
ま
と
ま
り
で
語
を
表
記
す

る
箇
所
に
制
限
さ
れ
、「
正
訓
字
に
対
し
て
独
立
的
」
な

傾
向
を
強
く
も
つ
。

　

音
仮
名
間
は
「
正
訓
字
に
対
し
て
親
和
的
」
に
な
る
こ
と
の
で
き
る
字
母

を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ど
ち
ら
も
自
由
に
使
わ
れ
た
。
正
訓

字
間
に
こ
そ
使
用
字
母
の
制
約
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
字
形
が
複

雑
で
実
質
的
な
意
味
の
強
い
「
佐
」「
思
」「
武
」「
夜
」
の
よ
う
な
字
母
は

排
除
さ
れ
る
。
か
く
し
て
「
佐
」「
思
」「
武
」「
夜
」
に
は
、「
正
訓
字
に
対

し
て
独
立
的
」
な
傾
向
が
定
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
仮
名

の
性
格
は
「
正
訓
字
に
対
し
て
親
和
的
」
な
も
の
で
あ
る
が
、
正
訓
字
間
に

お
い
て
そ
の
性
格
を
も
つ
仮
名
字
母
「
左
」「
之
」「
牟
」「
也
」
は
、
音
仮

名
間
に
も
問
題
な
く
使
用
さ
れ
、
そ
の
際
に
は
「
正
訓
字
に
対
し
て
独
立
的
」

⎩―⎨―⎧

⎩―⎨―⎧

⎭―⎬―⎫
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に
も
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
万
葉
集
』
の
成
立
と
同
時
代

の
実
用
的
仮
名
散
文
資
料
と
さ
れ
る
「
正
倉
院
仮
名
文
書
」
に
「
佐
」「
之
」

「
牟
」「
夜
」
が
使
用
さ
れ
、
資
料
性
に
か
か
わ
ら
ず
異
な
る
性
格
の
字
母
が

混
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　

以
上
、
上
代
の
万
葉
仮
名
は
文
字
の
使
用
環
境
に
応
じ
た
用
字
が
な
さ

れ
、
そ
れ
は
字
母
で
あ
る
漢
字
の
字
形
と
字
義
へ
の
配
慮
に
よ
る
こ
と
を
述

べ
て
き
た
。
訓
字
主
体
表
記
に
見
え
る
二
種
の
仮
名
は
、
万
葉
仮
名
を
漢
字

と
交
え
て
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
際
に
、
よ
み
や
す
く
、
ま
た
よ
み
誤
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
考
案
さ
れ
た
上
代
人
の
工
夫
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
一

つ
の
資
料
の
同
じ
表
記
体
の
内
部
に
お
い
て
も
、
正
訓
字
の
有
無
と
い
う
表

記
環
境
が
仮
名
字
母
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

万
葉
仮
名
表
記
の
新
た
な
捉
え
方
と
し
て
、
表
記
環
境
を
視
野
に
入
れ
る
こ

と
を
提
案
し
た
い
。

注（
１
）　

本
来
は
歌
ご
と
に
正
訓
字
の
含
ま
れ
る
割
合
が
異
な
る
が
、
お
お
む
ね
訓
字

主
体
表
記
巻
に
は
正
訓
字
の
割
合
が
高
い
た
め
、
本
稿
で
は
訓
字
主
体
表
記
す

な
わ
ち
訓
字
主
体
表
記
巻
の
表
記
と
す
る
。
仮
名
主
体
表
記
も
同
様
。
巻
十
九

は
分
類
の
見
解
が
研
究
者
の
間
で
異
な
る
が
、
本
稿
で
は
主
に
訓
字
主
体
表
記

に
つ
い
て
取
り
扱
う
た
め
、
資
料
と
し
て
の
純
粋
さ
を
保
つ
目
的
で
仮
名
主
体

表
記
巻
に
分
類
す
る
。

（
２
）　

本
稿
で
調
査
対
象
と
す
る
万
葉
仮
名
は
、『
萬
葉
集　

本
文
篇
』
の
題
詞
・

左
注
を
除
く
歌
本
文
よ
り
用
例
を
拾
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
で
は
音
仮
名
の
み
を

考
察
対
象
と
し
て
取
り
扱
う
。
訓
仮
名
は
、
橋
本
四
郎
（
一
九
五
九
ｂ
）
に
よ
っ

て
、
そ
も
そ
も
正
訓
字
と
の
「
親
密
性
」
が
高
い
こ
と
が
言
わ
れ
て
お
り
、
音

仮
名
と
は
そ
の
性
質
を
大
き
く
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
並
べ
て
扱
う

こ
と
を
避
け
た
。
な
お
、「
香
（
カ
）」
や
「
辺
（
ヘ
甲
）」
の
よ
う
な
、
音
仮

名
か
訓
仮
名
か
区
別
の
つ
か
な
い
も
の
や
、
人
名
や
地
名
な
ど
固
定
的
な
表
記

と
な
り
や
す
い
固
有
名
詞
の
表
記
に
現
れ
る
仮
名
は
、
用
例
の
対
象
か
ら
外

し
、
文
字
の
種
類
と
し
て
も
「
不
明
」
と
考
え
た
。

（
３
）　

用
例
が
三
〇
例
以
下
の
字
母
は
、
複
数
あ
っ
て
も
「
ほ
か
」
の
欄
に
ま
と
め

て
示
す
。
仮
名
の
前
後
で
文
字
の
種
類
（
正
訓
字
／
音
仮
名
／
訓
仮
名
）
が
異

な
る
も
の
、
さ
ら
に
仮
名
が
歌
頭
や
歌
末
に
現
れ
る
も
の
は
除
い
て
い
る
。
た

だ
し
、
仮
名
が
句
頭
や
句
末
に
現
れ
る
も
の
は
、
歌
頭
・
歌
末
で
な
い
限
り
歌

中
と
見
な
し
て
用
例
に
数
え
る
。

（
４
）　

音
節
「
シ
」
に
は
多
く
の
字
母
が
あ
る
が
、「
思
」
に
対
す
る
字
母
と
し
て

い
ま
、「
シ
」
の
最
も
一
般
的
な
字
母
で
あ
る
「
之
」
を
据
え
る
。
他
も
用
例

の
特
に
多
い
二
字
母
に
つ
い
て
の
み
取
り
扱
う
。

（
５
）　

小
谷
博
泰
（
一
九
七
一
）
に
よ
る
と
、
宣
命
体
の
成
立
に
つ
い
て
、
は
じ
め

宣
命
大
書
体
が
あ
り
、
の
ち
に
仮
名
部
分
が
小
書
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
宣
命

小
書
体
が
成
立
し
た
と
い
う
。
小
谷
氏
は
『
続
日
本
紀
』
に
つ
い
て
も
、
第
一

詔
、
第
二
詔
は
も
と
宣
命
大
書
体
だ
っ
た
も
の
が
、
の
ち
に
双
行
の
小
書
に
書

き
換
え
ら
れ
た
も
の
と
述
べ
る
。
い
ま
、
本
稿
で
は
『
続
日
本
紀
』
の
原
形
が

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
論
じ
る
用
意
は
な
く
、
第
一
・
二
詔
に
つ
い
て
も
他

と
同
様
に
扱
う
。
宣
命
大
書
体
は
そ
の
表
記
原
理
と
し
て
『
万
葉
集
』
訓
字
主

体
表
記
に
非
常
に
近
く
、
宣
命
大
書
体
を
ふ
ま
え
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
宣
命

小
書
体
も
、
訓
字
主
体
表
記
と
の
比
較
に
際
し
有
効
と
考
え
る
。

（
６
）　
『
続
日
本
紀
』
宣
命
の
用
例
と
大
書
／
小
書
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
北
川
和

秀
『
続
日
本
紀
宣
命　

校
本
・
総
索
引
』（
一
九
八
二　

吉
川
弘
文
館
）
を
使

用
し
た
。
表
２
中
の
「
そ
の
他
」
と
は
、
前
後
の
文
字
の
種
類
が
異
な
る
も
の

や
、
前
後
の
文
字
が
正
訓
字
か
仮
名
か
の
判
別
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

（
７
）　
『
万
葉
集
』
で
「
佐
」「
思
」「
武
」「
夜
」
が
正
訓
字
間
に
用
い
ら
れ
る
例
外

的
な
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
考
え
る
と
、
一
、「
正
訓
字
に
対
し
て
親

和
的
」
な
字
母
の
変
字
と
し
て
使
わ
れ
る
。
二
、
そ
の
音
節
を
あ
ら
わ
す
仮
名

と
し
て
一
首
中
に
当
該
字
母
し
か
使
わ
れ
ず
、
表
記
者
に
字
母
選
択
の
余
地
が

な
い
。
三
、
特
に
実
質
的
意
味
を
有
す
る
字
母
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

歌
の
表
現
性
に
資
す
る
目
的
が
あ
る
。
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
理
由
の
見
い



〔　　〕46

だ
し
に
く
い
例
も
あ
る
。
な
お
検
討
し
た
い
。
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ル
オ
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シ
ラ
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、
田
渕
句

美
子
、
陣
野
英
則　

編

『
世
界
へ
ひ
ら
く
和
歌　

 

言
語
・
共
同
体
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』

　

本
書
は
世
界
各
国
の
和
歌
研
究
者
に
よ
っ
て
、

日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
論
考
が
執
筆
さ
れ
て
お

り
、
世
界
に
向
け
て
発
信
さ
れ
る
こ
と
が
企
図
さ

れ
て
い
る
。

　

世
界
文
学
に
お
け
る
和
歌
の
位
置
を
、
古
代
ギ

リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
や
漢
詩
、
韓
国
の
詩
歌
と
比
較

し
て
論
じ
、
日
本
の
和
歌
文
化
の
あ
り
方
に
身

分
・
性
差
、
社
会
・
政
治
・
宗
教
な
ど
多
様
な
テ
ー

マ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、「
和
歌
」
と
は
何
か
、

を
追
究
す
る
。
最
新
の
和
歌
文
学
研
究
の
成
果
を

〝
世
界
へ
ひ
ら
く
〞
も
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
分

野
に
お
い
て
も
国
際
化
が
叫
ば
れ
る
昨
今
の
要
求

に
応
え
う
る
、
画
期
的
か
つ
必
読
の
一
書
で
あ

る
。

　

ま
た
、
本
書
は
早
稲
田
大
学
重
点
領
域
研
究
機

構　

国
際
日
本
文
学
・
文
化
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

（
二
〇
一
二
年
五
月　

勉
誠
出
版　

Ａ
５
判　

四

〇
九
頁　

税
込
三
三
六
〇
円
）　 〔
田
原
加
奈
子
〕


